
田中 彰子（厚生労働省医政局 参事官（特定医薬品開発支援・医療情報担当））
講演１「最近の厚生労働省の取組み」

　川 彰則（和歌山県立医科大学附属病院 医療情報部長）
和歌山での事例「青洲リンクを基盤としたＰＨＲの構築」

講演２「医療ＤＸに関する日本医師会の取り組み」

2023 年１月 14日（土）　

主催：NPO法人 和歌山地域医療情報ネットワーク協議会（WAMINA）
　　　E-mail　info@wamina.jp 　     Web サイト　http://www.wamina.jp/

後援 ：和歌山県、（一社）和歌山県医師会、（一社） 和歌山県薬剤師会、（公社）和歌山県病院協会、
　　　和歌山県情報化推進協議会、日本医療情報学会関西支部、関西医療情報処理懇談会

第 19回 和歌山地域医療情報ネットワーク協議会シンポジウム

長島 公之（日本医師会 常任理事）

現在、「健康・医療・介護分野のデータの有機的連結やＩＣＴ等の技術革新の利活用の推進を
めざす」データヘルス改革のもとで、さまざまな政策が推進されています。マイナンバーカー
ドの保険証利用はその身近な一端に過ぎません。
コロナ禍により３年ぶりの開催となる wamina シンポジウムでは、政策推進の中枢におられ
るお二人に、データヘルス改革の全貌と、それによって医療の現場がどう変わろうとしてい
るのかについて講演をお願いしました。
また、それに関連する和歌山での取り組み事例を紹介していただきます。

14:00 ～ 17:10

開会挨拶

閉会挨拶

14:00 ～ 14:05

15:45 ～ 15:55

14:05 ～ 14:55

14:55 ～ 15:45

15:55 ～ 16:25

16:35 ～ 17:05

17:05 ～ 17:10

＜休憩＞

質疑・総合討論
16:25 ～ 16:35 追加発言

定　員 ： 500名（事前にお申込みください。）
参加費 ： 無料 
医療情報技師ポイント ： ３ポイント

プログラム

（敬称略）

データヘルス改革
～現状と展望～ オンライン開催

(Zoom)

入江 真行（和歌山地域医療情報ネットワーク協議会 理事長）

道本 浩司（和歌山地域医療情報ネットワーク協議会 副理事長）



場

講師プロフィール

田中 彰子

長島 公之

平成 13 年　東京女子医科大学卒業。東京大学医学部附属病院麻酔科等にて主に手術麻
酔に従事。
平成 28年４月　厚生労働省に入省。健康局結核感染症課、難病対策課、総務課を経て、
令和３年９月　厚生労働省医政局研究開発振興課医療情報技術推進室室長。
令和４年７月より現職。

　川 彰則 1997上智大学物理学専攻修士卒。
1997日本ディジタルイクイップメント株式会社入社、システムエンジニアとして勤務。
2005群馬大学医学部卒。自治医科大学病院、栃木県立がんセンター等を経て、2012和歌
山県立医科大学附属病院 血液内科に異動。2020～輸血部准教授および医療情報部部長。
2010～2015群馬大学医学哲学・倫理学分野非常勤講師。

昭和 59 年　島根医科大学医学部卒業。
平成４年より長島整形外科院長。
平成 22 年６月より平成 30 年 6月まで日本医師会「医療ＩＴ委員会」委員就任。
平成 24 年６月より栃木県医師会常任理事、日本医師会常任理事に就任、現在に至る。

オンライン配信について

お申し込みについて
■参加対象者　どなたでもご参加いただけます。

■定員　　　　500名（事前にお申し込みください。）

■お申し込み方法　・WAMINA サイト内当イベントページにある申し込みフォームに必要事項をご記入のうえ、

　　　　　　　　　　送信してください。

　　　　　　　　　　　　URL　  ：　http://www.wamina.jp/katudo/sympo/230114sympo.html

■お申込み締切　2023年１月11日（水）12：00まで。

　　　　　　　　定員に余裕があれば、締め切り後でもお申込みいただけます。

■オンライン配信視聴用URLは準備ができ次第、順次お申込みメールアドレスに送信します（シンポジウム３日

前予定）。前日になっても連絡が届かない方は、事務局までお知らせください。

■アーカイブ配信視聴用URLはシンポジウム終了後、準備ができ次第お知らせします。

■医療情報技師ポイントの申請をされる場合は、

　・医療情報技師番号を正確に記入してください。

　・「オンライン配信」で受講してください。

　・講演会全体の60%以上参加してください。

　・講演中に示されるキーワードを終了時のアンケート画面で入力してください。

　以上を満たさないとポイントの申請はできませんので予めご了承ください。

このシンポジウムは、Zoomウェビナーを利用したオンライン配信で行います。
オンライン配信では、参加者は講演中などは原則としてマイク・カメラをミュートにしてご参加ください。質問
などはチャットなどをご利用ください。
＊ご希望の方には後日、シンポジウムの様子をアーカイブ配信する予定です。

こちらのQRコードから申し込みフォームに進めます。→


